
町方遺跡発掘調査現地説明会

岩手県上閉伊郡大槌町

　大槌は、中世に大槌氏が大槌城を拠点とし、釜石市～山田町までの沿岸一帯を統治しま

した。その後、江戸時代には南部氏の領地となり、大槌城の麓に代官所を置き「大槌通り」

を治めました。その管轄域は現在の釜石市（唐丹を除く）、大槌町、山田町（豊間根を除く）、

宮古市川井の小国でした。町方遺跡は、大槌代官所のもと沿岸の政治、経済の中心地に発

展し、大店の商人が多く住んだ地方の都市遺跡です。

　今回の調査は、震災復興事業に伴う緊急の発掘調査であり、岩手県教育委員会から調査

員の派遣を受けて今年の５月から大槌町教育員会が調査を進めてきました。調査区域では、

江戸時代の町屋の跡や家々を区画する溝跡、陶磁器、銭貨、木製品などが出土しました。

　江戸時代の大槌に思いを馳せ、歴史の一端に触れる機会となれば幸いです。

事　業：町方地区土地区画整理事業

調査地：大槌町上町、本町地内

調査期間：平成26年 5月～８月

調査面積：約5,000㎡

調査機関：大槌町教育委員会　教育長　

調査担当者： （岩手県教委） （ 県派遣） （ 県派遣） （ 県派遣）、

　　　      　 （ 県派遣） （ 県派遣） （ 県派遣） （ 県派遣）、

　　　　 　 （ 県派遣）、 （ 県派遣）、 （ 派遣）　

　　　　　  （ 市派遣）、 （ 県 市派遣）

　　　　　  ・ （町教委）

　Ｃ区は江戸時代の絵図では大槌代官所東側に展開する八日町の商家「笹屋」にあ

たると思われます。現在調査している遺構は地表下約１ｍの江戸中期頃（約３００

年前）の生活面です。この面から４条の石組溝、礎石など建物基礎、かまど、土間

など建物に関係する遺構や埋甕、木組の穴蔵（地下倉庫）が発見されました。

　出土した遺物には陶磁器類、箸や包丁、さし銭など生活や祭祀に関わる物があり

ます。また、石組溝は北から南へ伸び、南端は浜街道の北辺に接続すると考えられ、

４間（７ｍ）～7.5間（13.6ｍ）の間隔で並行する溝は町割の地境を示す重要な遺構です。

　今回の調査は、今後地表に現われることのない大槌の江戸期の町割りの状況や大火

の痕跡、街の生活の様子を知ることのできる調査となりました。陶磁器は遠く九州産

のもの、文字資料も出土しています。今後、整理作業を進め、古文書との比較検討な

ど近世から近代に至る大槌の歴史の一端を明らかにしていきたいと考えています。

　発掘調査の実施にあたって、地元の皆さんをはじめ、大槌町都市整備課、ＵＲ都市機

構、大槌復興ＣＭＲなど関係各位に多大なる協力をいただきました。心より感謝申し

上げます。
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　江戸時代の絵図等から有力な商家があった場所を中心としたＡ区、Ｂ区、Ｃ区の三ヶ所を
選定し発掘調査を実施しました。

　大槌代官所の南西にあたる浜街道沿いを調査しました。代官所に近く、大念寺に向かう道

に面することから、有力な町人が住んでいた場所と考えられます。

　浜街道から北に枝分かれした、石組溝が６本見つかりました。家の敷地を限った溝で、新

しい時代まで何度も同じ場所で造り替えられて、明治以降の町並みにも引き継がれていたこ

とがわかりました。

　溝の間には、柱を支えた礎石や床を整えた跡などがあり、建物があったようです。その周

りからは、皿・茶碗などの容器、銭やキセル・かんざしなど、当時使われた生活道具が多数

見つかりました。

　Ｂ区は八日町の西端にあたる場所で、江戸時代の絵図によれば街道に面して多くの町

屋があった場所とされています。調査では、絵図に示されたように多くの町屋を発見す

ることができました。

　調査を行っている地面は２００～３００年前のもので、現在の地面より約８０㎝下に

あります。石組溝、礎石、土間、かまどが多く見つかり、５軒以上の町屋が軒を連ねて

いたことがわかりました。街道に面した北側に、間口約７ｍ、奥行約２０ｍの母屋があり、

母屋の裏には、木櫃や井戸、小屋のある裏庭があったこともわかりました。

　遺物は陶磁器、漆器などのほか、下駄、碁石、かんざしなど、当時の生活を偲ばせる

ものが出土しています。
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